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「市民の目線で
第二次司法改革を」

日本弁護士連合会会長
宇都宮健児

２０１０年度・２０１１年度の日弁連会長に就任するに当

たり、皆様方にご挨拶申し上げます。

新しい日弁連執行部は、「市民の目線で第二次司

法改革」を基本方針として掲げます。改革の原点を

見定めるには「弁護士は今、市民の身近にあって何

をすることを求められているのか」を常に問い直す

ことが必要です。

一つは、貧困と格差が拡大する社会における、弁

護士の「社会生活上の医師」としての活動です。貧

困問題対策本部を立ち上げて、生活保護や労働相談

などの活動を全国的に推進します。このような活動

を、幅広く継続的なものにするためには、弁護士の

主体的取り組みとともに、民事法律扶助の拡充がぜ

ひとも必要です。

もう一つは、えん罪をなくすための刑事弁護人と

しての活動です。被疑者国選制度を担うとともに、

全面的国選付添人制度の実現を目指します。取調べ

の全過程の可視化は、時機を逸することなく早急に

実現すべき課題です。裁判員裁判に取り組みつつ、

被告人の弁護権・防御権を守る立場から検証し改革

を図っていきます。

拝金主義のはびこる世の中にあって、弱者の味方

としてこのような仕事に情熱的に取り組む弁護士こ

そ、市民が求めてやまない弁護士像です。社会的・

経済的弱者に光が当たる改革の担い手となる「人」

をどう確保するかは、司法改革の根幹をなす問題で

す。

ところがこの不況下に、給料なしで法律事務所に

所属する「ノキ弁」、就職できなかった「即独弁護

士」など、経済的に不安定な状況に置かれている新

人弁護士が増えています。法科大学院で学ぶための

奨学金で多額の債務を抱える者も少なくありませ

ん。これに加えて修習資金の貸与制が導入されれ

ば、さらに重い負担がのしかかります。

修習資金の貸与制は法曹資格を単なるビジネスの

ための個人的資格にしてしまい、改革の根幹を掘り

崩す危険性を孕んでいます。合格率の低迷や新人弁

護士の厳しい状況が知られるにつれて法曹志望者そ

のものが減りつつありますが、貸与制の導入は、こ

の傾向にさらに拍車をかけることとなります。日弁

連は、貸与制の導入阻止・給費制の維持を求める運

動に取り組みます。

皆様の力強いご指導・ご支援をお願い致します。
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国会議員との新春懇談会 開催される

平成２２年２月１８日午後６時から、ルポール麹町「ロイヤルクリスタル」において、国会議員を招いて新春懇
談会が開催されました。当日の出席者総数は２７２名で、うち国会議員のご出席が９９名（衆参あわせて本人出席
６５名・代理出席３４名）にも上る盛大な会となりました。
日弁連の会長選挙が史上初の再投票に突入し、この日がちょうど再投票の公示日であったことから、冒頭の
梶谷剛理事長と宮�誠日弁連会長のご挨拶も、次期会長がまだ決まっていないことを受けた異例の内容となり
ました。
千葉景子法務大臣、福島みずほ内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全、少子化対策、男女共同参画）、
枝野幸男内閣府特命担当大臣（行政刷新）、中井洽国家公安委員会委員長、江田五月参議院議長、衛藤征士郎
衆議院副議長など、多数の先生方からご挨拶をいただきました。民事法分野では債権法改正や夫婦別姓、刑事
法分野では取調べの可視化や公訴時効の廃止・短縮などの問題について、多くの先生が言及され、法科大学院
や修習制度といった法曹養成の問題について言及された先生もいらっしゃいました。今般の幅広い立法課題に
対して、弁政連の活動がますます重要性を増していることを認識させられた懇談会となりました。

な ぎ ら

（広報委員会副委員長 柳楽久司）

千葉景子 法務大臣 中井洽 国家公安委員会委員長 拉致問題担当

福島みずほ 内閣府特命担当大臣（消費者及び食品
安全・少子化対策・男女共同参画）

枝野幸男 内閣府特命担当大臣（行政刷新）
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「法曹資格を持っている政策秘書の皆さん」
江田五月 参議院議長
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【鈴木善和幹事長】本日は、古川俊治先生と階猛先
生をお迎えして、広く「司法の役割と政治」という
テーマで新春の対談をお願いしたいと思います。両
先生は、奇しくも、２００７年７月の同じ日に当選され
て国会議員の道を歩み始めていらっしゃいます。ま
ず、古川先生からお話しを頂戴できますか。

議員になるまで

【古川俊治議員】私は、参議院通常選挙で埼玉選挙
区から自民党公認で立候補し、当選しました。私は、
基本的にはずっと医師なんですが、先端医療や癌の
告知、臓器移植等の課題に取り組む必要から、病院
勤務の傍ら、通信教育で社会学（文学部）と法律学
（法学部）を学び、司法試験にも１回で合格して弁
護士になりました（５１期）。また、弁護士の活動と
して医療事故の問題に関わり、お金の話、マネージ
メントについて勉強する必要が出て参りまして、
オックスフォードに行ってMBAの資格を取りまし
た。ただ、お金の話になりますと、制度、政治にな
ります。医療事故ということがあり、医療を良くし

ていくには、診療報酬の問題をキチンとしなければ
ならないという思いで、立候補致しました。
【鈴木】それで、当選されて、現在は、慶応大学医
学部教授（外科医）であり同法科大学院教授であっ
て、弁護士、更には参議院議員で、オックスフォー
ドのMBAもお持ちであるというという、古川先生
は、普通の人から見ますと、華麗すぎて手が届かな
いレベルにいらっしゃるわけですが、外科医として
手術などもなさるんでしょうか？
【古川議員】国会が閉会しているときには手術もし
ております。また、法科大学院でも医事法が専門で
すが教えております。
【鈴木】では、階先生、立候補するきっかけ等、お
話し下さい。
【階猛議員】私の場合は、２００７年７月の衆議院補欠
選挙で岩手１区から民主党公認で立候補し、当選し
ました。先般の８月の衆議院総選挙で再選され、２
期目です。私の場合は、長銀に入り、担保・倒産な
どの分野を担当することになり、この分野をちゃん
とやっていけば職場の中で自分の存在意義を示せる

司法の役割と政治
政治主導で高まる期待 ―弁護士議員―

階 猛 総務大臣政務官

古川俊治 参議院議員

司会
鈴木善和 弁政連幹事長

対談

階 猛先生
衆議院議員（岩手１区・民主党）

総務大臣政務官
岩手弁護士会所属（５６期）

古川俊治先生
参議院議員（埼玉県選挙区・自民党）

内閣委員会理事
東京弁護士会所属（５１期）

司会 鈴木善和 弁政連幹事長
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のではないかとい
うことで法律の勉
強を本格的に始め
ました。古川先生
とは違って、私の
場合何度か司法試
験を受けたのです
が、２００１年に合格
し、弁護士（５６期）
として、この頃は
新生銀行になって
いましたが、戻り
まして社内弁護士

として法務部次長として勤務していました。その
後、ヘッドハンティングでみずほ証券に移っていた
ところ、岩手１区の達増先生（民主党）が岩手県知
事になられまして、その補欠選挙に出ることになり
まして初当選しました。この時の衆議院補欠選挙
は、古川先生が当選された参議院通常選挙と同じ日
に行われましたので、議員歴という点では、全く同
じ日からスタートしたという関係になります。政権
交代と言うことで、私の場合は、総務大臣政務官を
務めております。
【鈴木】階先生は、体育会系であるという話も聞い
ておりますが。
【階議員】子どもの頃からずっと野球をやって来て
ピッチャーをやっていました。この世界に入って大
事なのが体力、そして集中力ですから、これは非常
に役立っています。
【鈴木】東大野球部で神宮でも投げられていたとい
うことですね。古川先生は、スマートで、私から見
ますと、この面でもうらやましい限りですが。
【古川議員】私も実は、医学部の体育会でゴルフを
ずっとやってきて、シングルで、全日本の大会で２
回優勝しました。それとマラソンも趣味でやってい
ます。私は、細い、痩せているので候補になるとき
に色々言われたのです。お前大丈夫か？と。だけど、
マラソンが趣味という話だから皆がそれはいいとい
う話になりました。最後は体力、持続力ですから、
スポーツをやっていたというのは、議員として活動
する上で大いに役立っています。

専門知識の必要性、弁護士議員への期待

【鈴木】今、期せずして体力の話が出たのですが、
弁護士であることは、政治の場で、どのように活か
されまた評価されているのでしょうか。
【階議員】弁護士と同時に銀行員であったことが役

立っています。金融と法律というのは国会議員の基
礎知識ですよね。国会ってお金の流れを決めるとこ
ろで、法律を作る場所ですから。
【古川議員】財政と経済、特に、マクロ経済の知識
がないと経済政策はできないと思います。最低限、
乗数効果とか消費性向というレベルの議論はできな
いことには困ると思います。そういうことでいいま
すと、政権交代をして、今、階さんも含めて、政務
官レベルの人の人選が良くなったと思います。これ
も必要に迫られてのことだと思いますが、官と戦え
るだけの知識と専門能力が求められるということだ
と思います。
【階議員】衆参併せて７２０人の議員が居るわけですの
で、単なる数あわせでは自分が議員になる意味はな
いと思います。法律と私の場合は金融ですが、ベー
スになる基礎的な知識と経験があって、自分はある
程度貢献できるという自信がないとやれません。そ
の意味で、弁護士であると言うことは、政治の場に
挑戦するにおいてその動機を支えていたという面が
あります。
【古川議員】政治の形態が、政権交代、政治主導と
いう形になってきますと、政権が交代して政策が思
いつきのようにガラッと変わると言うことでは、本
当は国民が不幸になります。この点では、法律、経
済という面での国の政策の基本となる分野での専門
性をもった議員が与野党を問わずいるということ
は、政治の安定に繋がるのではないでしょうか。こ
の意味でも、今後は、益々、弁護士が議員になる必
要性が高まってくると思います。
【鈴木】ところで、議員になられて、一言でその活
動を振り返って貰うのも大変恐縮ですが、簡単にお
話頂けますでしょうか。

議員としての活動を振り返って

【古川議員】国会では与党時代と野党の時代とでは
随分違います。与党時代は自分で動かしていくとい
う活動スタイルです。法務では、特に法曹人口問題、
これはかなり大きな動きになってやりました。それ
から、医療関係では医療事故をどう取り扱うか、経
済財政のプロジェクトにもかなり入っていました。
プロジェクトチームの一員として案を作り現にいく
つかは政策になってまとめられました。あれは実際
自分がいなければできなかったというのは幾つかあ
ります。野党になると随分違いまして、とりあえず
出てきたのを受けるというだけですから、そういう
意味では違いますね。今一番、関心を持っている点
を申し上げますと、大きく内閣と国会、あるいは内
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閣と政府、行政のあり方がかなり変わってきていま
すが、これについては、憲法上の議論がきちんとあっ
てしかるべきだと思っております。そこで、私も１
人の法律家として、憲法学の立場から、かなりの興
味をもっていて、この統治システムの問題に興味を
もって取り組んでいるところです。
【鈴木】階先生は、２００７年の補選で当選されて昨年
８月に再選で、総務大臣政務官にご就任ですが、野
党時代も含めて、どのような活動をされておられま
したか。
【階議員】私は、補選で衆議院１人だけポツンと国
会に入ってきたわけです。新人議員に対して、オン
ザジョブトレーニングみたいなのがあるのかなと
思っていたのですが、何も無くて質問の仕方も教え
てくれなし、最初は国会の中で迷っていました。そ
ういうところからのスタートだったのですが、兎に
角、色んな政策の部門会議に出ようということで、
興味のあるところに片っ端から出ていて、金融と法
務は絶対に出る、プラスして当時年金問題が非常に
クローズアップされていましたので、年金の話とか
とにかく興味のあるところ片っ端から出て、そうい
う中で人脈が出来てきた。財務金融委員会では、積
極的に質疑をやりましたし、あとは他の委員会から
も、その所属の委員会じゃなくても質問してくれて
といわれて、そういうところでも質問しました。議
員立法として振込詐欺救済法案や、仙谷先生らと消
費者権利院法案の立案をやりました。政権交代によ
り総務大臣政務官になりましたが、これは原口総務
大臣と、野党時代から色々なプロジェクトチームで
一緒に仕事をさせて頂きましたことが縁になってい
ると思います。総務大臣政務官としては、統治シス
テムに関わる仕事をしていて、地方分権、公務員制
度改革とか行政組織、とりわけ独立行政法人の問題
など、統治システムに関わるダイナミックな大変面
白い分野での活動をしております。

政治の場からの弁護士会

【鈴木】ところで、政治の場から、弁護士、弁護士
会、或いは日弁連というのは、どのように見えるの
か、率直なところをお教え下さいますでしょうか。
【古川議員】弁護士会というのは著しく非政治的で
すよね。自民党から共産党までいる団体ですから、
党の応援とかということは基本的には無理なんだろ
うなと最初から思っています。逆にいうと医師会と
いうのはすごく政治的です。これは、保険制度があっ
て診療報酬が政治的に決められるという中で、正
に、政治との関わりがより切実であるということだ

と思います。弁護
士会の場合、国選
弁護報酬とか今は
法テラスの予算と
いいましても、ま
だまだ、個々の弁
護士にとっての切
実感が違うのでは
ないでしょうか。
それから、日弁連
のご意見、政策提
言、これは、専門
家としての意見と
して、国会では傾聴すべき意見として取り扱われま
す。ただ、政治的な活動としては、まだまだ、とて
も弱いと思います。これは、弁護士の皆が興味がな
いことが分かっているということでもあります。そ
の意味では、弁政連にも会員の皆さんにもっと興味
を持って貰う必要があるのではないでしょうか。
【階議員】私は弁護士会の皆さんから非常にお知恵
を借りて、本当に有り難いと思っておりますが、一
部独善的な方がいてバランス感覚に欠けるのではな
いか、やはり政治というのはバランス感覚が非常に
大事ですから１００点満点を目指してやったら全く点
数は取れないというものはありますよね。政治家は
非常に色々な人と会う中で、極端な意見は最初から
門戸を閉ざしてしまいます。フットインザドアなん
ていう言葉もありますけれど、まずは、間口を広げ
て玄関をあけてもらわないと話が進まないわけです
から、その辺は政治家と交渉する時は意識された方
がいいかもしれませんね。ただ、基本的に、弁護士
出身の議員というのは、古川先生もそうですけれど
も、与野党問わず、皆それぞれ有力な地位を築いて
いるわけです。だから、弁護士出身の議員との結び
つきを強めれば、得る物は大きいと思います。

司法改革の課題

【鈴木】率直で貴重なお話し有り難うございまし
た。ところで、古川先生からは、まだまだ弁政連、
弱いんではないのか、というお話しも頂きました
が、弁政連の活動が活発になって参りましたのは、
この１０年司法改革の推進と共に広がってきたという
面があります。この司法改革、まだ途中ではありま
すが、この点も、率直なご意見を頂ければと思いま
す。
【古川議員】法曹人口のところでは止めなきゃいけ
ないと思います。このご時世、企業が自主的に弁護
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士を採用するということにはならないですし、法科
大学院は予備校化して失敗しています。法科大学院
自体、かなり変えないとダメだと思います。それと、
制度を変えて国民の意識を変えよう、そういう発
想、これが間違いではないかと思います。制度とい
うのは、国民性、国民の意識に基づいて作っていく
システムにしないと、それは奢りになるのではない
でしょうか。
【階議員】やはり法曹の数は増えてもユーザーの意
識が変わってない、身近に弁護士がいても弁護士に
頼むというのは最後の最後どうしようもなくなっ
て、しょうがなく頼むということなんじゃないで
しょうか。弁護士は身近になっても頼むことは身近
じゃないということではないでしょうか。
【鈴木】司法制度改革は、個々の弁護士にとっては
負担ばかり増える、職業としても厳しくなるばかり
である、という面があります。その意味では、日弁
連は、純粋に、理念に基づき「市民のための司法改
革」ということで歯を食い縛って進めて参りました
が、やはり、このあたりで、政治の力が今一度必要
という時点に立ち至ったと思います。その意味で、
これからは、両先生には、一層のご活躍をお願いし
たいと思うところでありますが、この対談の最後と
して、弁護士、弁護士会、そして弁政連に対する忌
憚のない要望等、お話し下さい。

弁護士会、弁政連に望むもの

【古川議員】応援をして頂きたい。できれば、物心
両面で、この点は、是非ともお願いしたいと思いま
す。他方、本当のところで、これだけはやって欲し
いみたいなところを弁護士会として一致してわかり
やすく、しっかりログインして頂けないか、という

思いです。
【階議員】政治と金の問題を考えますと、これから
の政治活動は、個人献金に依拠しなければなりませ
ん。弁護士の皆さんにご支援いただけると非常に助
かるなというのが露骨なお願いです。それと弁護士
が政治の世界で活躍することは、絶対に国にとって
はプラスのことなので、国民のために、一人でも多
くの優秀な弁護士がこの政治の世界に入って頂けれ
ばと思います。
【鈴木】古川先生、階先生、本当に、本日は、大変
有り難うございました。お二人のお話しで共通して
おりますのは、政治が変わり日本が変わる中で、弁
護士が政治に関わる、そして国会に行くことの重要
性が益々高まっているということでした。弁政連の
活動への期待も大きなものが感じられました。弁政
連は、足腰を鍛え、きちんと先生方を支援できる組
織になるよう、今後も頑張って参りますので、宜し
くお願い致します。
（平成２２年１月２９日 於霞が関 弁護士会館１７階会議室）

全国支部懇談会開催される
本年２月１８日ルポール麹町にて全国支部懇談会が開催され

た。全国２３の支部（東京本部含む）の代表が集い、梶谷理事

長の挨拶の後、１時間半にわたり、各支部の活動、課題につ

いて、報告・意見交換が行われた。特に、各地の会員増加策、

地元選出国会議員や地方議会議員との交流の仕方、支部

ニュースの発行等広報活動の実例が紹介され、密度の濃い懇

談会となった。また、当連盟の中核会員であり本ニュース編

集長である道あゆみ会員が今年の参議院議員選挙に民主党か

ら立候補する予定であることもあわせて紹介され、同会員か

ら力強い挨拶があった。最後に下河辺組織委員長から、いく

つかの支部設置予定会の報告があった。

（常務理事 出井直樹）
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平成２０年３月２８日に弁政連長野県支部を立ち上げ
てから２年が終わろうとしている。当支部では平成
２１年３月６日に県議会議員と県弁護士会との懇談会
（朝食会）を設営し、�県の消費者行政の充実につ
いて�取調べの可視化�県下警察署の接見室増設に
ついて意見交換し、弁政連の存在をアピールし、そ
れなりの成果を得た。なお、県議会議員は全会派か
ら最低２名出席した。
平成２１年９月２５日には関弁連大会（長野県担当）

が開催された際、弁政連昼食懇談会を地元支部とし
て準備し、支部の理事全員に出席を促し、出席した
理事に弁政連の活動を理解して貰ったことは大変有
意義であった。出席理事が会員増強に努める切っ掛
けとなっている。
長野地・家裁判所伊那支部庁舎建て替え、移設問
題があり、県弁護士会から協力を依頼され、当支部
も理事会において検討し、移設建て替え運動を展開
した。弁政連本部にもご支援をお願いし、梶谷理事
長、本林前理事長、特に吉岡総務委員長には大変な
ご協力を頂いたことにつき、この紙面を借りて厚く
お礼申し上げる。結果は移設が実現されなかったこ
とは誠に残念であったが、司法改革の理念に沿っ
た、市民の使い勝手の良い庁舎ができるように、現
地建て替えの進行について、長野地家裁が事前に県
弁護士会の意見を聴取する契機となったことは成果
であった。
今後は魅力ある支部にし、会員の増強に努めた
い。

以 上

１ 当支部は、平成１９年５月に設立された比較的新
しい支部である。
支部設立にあたっては、久保井元理事長の温か
くかつ強いお誘いがあったものである。同先生
は、当支部のいわば「生みの親」である。
２ 当支部は、国会議員との意見交換会などを行っ
ているが、地方議会の議員との意見交換会の実施
にも力を入れている。
県会議員については、各党派別に順次意見交換
会・懇親会を行っており、これが弁護士（会）と
議員との交流のよいきっかけになっていると思わ
れる。
３ 今回の衆議院議員選挙について、支部の推薦も
５名について行った。また本部推薦であった大阪
弁護士会の会員で、当支部管内の選挙区から立候
補された弁護士との意見交換会を、大阪支部の会
員と共に実施した（写真参照）。隣接支部との共
同の行事はこれからも種々考えていきたいと思っ

ている。
４ 新入会員の勧誘については、今般初めて弁護士
会の新人研修の際に時間を頂き説明を実施したも
のである。
５ 支部設立によって、従来疎遠であった国会議
員、地方議員との関係が緊密になり、意思疎通が
よくできるようになったと思われる。
これからも弁護士（会）の意思実現のために頑
張りたいと思っている。

支部報告Ⅰ

長野県支部 立ち上げてから２年間の主な活動
長野県支部長 久保田 嘉信

兵庫県支部のあゆみ
兵庫県支部事務局長 道上 明
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編集後記

１．池本 寛子（いけもと ひろこ）
２．東京弁護士会（新６２期）
３．首藤 信彦（すとう のぶひこ）
衆議院議員（民主党）
４．修習中に政策秘書の仕事を知り、受
動的な事件受任だけでなく能動的な立
場から社会貢献できることに魅力を感
じ、就業早々二足の草鞋を履くことになりました。弁護
士・政策秘書の二兎とも逃さず捕えられるよう邁進致し
ますので、ご指導の程お願い申し上げます。

１．岩崎 雄大（いわさき かつひろ）
２．第二東京弁護士会（新６２期）
３．中島 政希（なかじま まさき）
衆議院議員（民主党）
４．法曹資格を生かしながら、多くを吸
収して、議員をサポートしていきたい
と思っています。政策秘書として初め
の一歩を踏み出した者としての役目を果たせるよう、
しっかりと頑張っていく所存です。

「今回は、予定通り発刊できるかヒヤヒヤでしたが、ほぼ日程通りの発刊となり、感謝。」（いいだ）

「道さん、今度はぜひ弁政連ニュースのインタビューを受けてください。」（いでい）

「弁政連では懇談会等の新しい企画が目白押しです。是非、御参加下さい。」（さいじょう）

「飯田隆先生の引っ張り込みにより広報委員になりました。よろしくお願いします。」（なぎら）

１．篠原芳宏（しのはら よしひろ）
２．東京弁護士会（新６１期）
３．橋本 博明（はしもと ひろあき）
衆議院議員（民主党）
４．諸分野に関する事項について専門家
より説明を受けることができる等、学
ぶ機会に恵まれています。このような
機会を無駄にすることなく、弁護士及び政策秘書として
地道な歩みを重ねていきたいと考えています。

１．眞鍋 涼介（まなべ りょうすけ）
２．東京弁護士会（現６０期）
３．小泉 俊明（こいずみ としあき）
衆議院議員（民主党）
４．地元選挙区の事務所に勤務し、地元
の方々と接する機会に恵まれ、社会の
現実を肌に感じながら業務に励んでお
ります。見聞したことについて、自分に何ができるのか
を考え、日々努力を重ねて参りたいと思います。

蓮舫参議院議員との朝食会
２月４日午前８時からグランドアーク半蔵門にて蓮舫

議員との朝食会を開催しました。出席者は、宮�日弁連
会長を始めとして新人会員まで、合計４０名ほどでした。
蓮舫議員は颯爽と登場して、出席会員と共に手早く朝食
を済ませ、事業仕分けの話を皮切りに国政における無駄
な歳出が如何に多いか、予算案を準備する官僚の常識が
どれ程一般の常識とかけ離れているかを具体例を交えて
分かり易く話してくださいました。出席会員からの質問
に対しても的確に応えてくださいました。印象深かった
のは、事業仕分けにおいてマスコミで報道されたのはご
く一部に過ぎず、しかも、マスコミで報道された内容は
一部の事象を取り上げて極端な印象を植え付けるもの
で、実際の事業仕分けの作業やその意義が必ずしも国民
に正確に伝わっていないというお話でした。お忙しい中
時間を割いてくださって、写真撮影にも快く応じてくだ
さった蓮舫議員に感謝いたします。

（企画委員会副委員長 豊田賢治）

弁護士から政策担当秘書になった会員紹介（その２）
１．氏名 ２．所属弁護士会名 ３．採用された国会議員のお名前 ４．政策秘書としての抱負
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